
ー基本計画書ー1



ー基本計画書ー2



ー基本計画書ー3



ー基本計画書ー4



ー基本計画書ー5



ー基本計画書ー6



ー基本計画書ー7



ー基本計画書ー8



ー基本計画書ー9



130 - 520 136 - 544
120 - 480 130 - 520
110 - 440 110 - 440

240 - 960 240 - 960
35 - 140 35 - 140

3 3

205 4 828 205 4 828

3 3

130 6 532 136 6 556
40 - 160 0 - 0

125 5 510 125 5 510
110 3 446 110 3 446
80 4 328 90 4 368
60 2 244 60 2 244

3 3

80 5 330 84 5 346
80 5 330 84 5 346

40 - 160

3 3

34 34

17 - 34 17 - 34
14 - 28 14 - 28

43 - 86 43 - 86

102 - 204 102 - 204
45 - 90 45 - 90
86 - 172 86 - 172
58 - 116 58 - 116
30 - 60 30 - 60
27 - 54 27 - 54
20 - 60 20 - 60
10 - 30 10 - 30
8 - 24 8 - 24

48 - 96 48 - 96

508 - 1,054 508 - 1,054

1,545 6,2481,545 6,248
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年間を通して、本学所蔵資料の企画展示や、教員・学生の研
究成果発表、作品展示などを行っています。開館時間は展示
により異なります。入場無料。

　図書館展示室（図書館1階）

喫茶や軽食を提供しています。テイクアウトも可。

　サザコーヒー
　茨城大学ライブラリーカフェ店（図書館1階）

茨城大学図書館はどなたでも無料でご利用いただけます。図書の貸出を希望
する方は、2階カウンターで利用者カードの発行手続きを行ってください。地域
の方々と学生がともに学ぶ無料の講座「土曜アカデミー」も開講しています。

　図書館（本館）・ライブラリーホール（図書館3階）

大学案内等の各種パンフレットや広報誌等を配置。「チバニア
ン」に関する展示コーナーもあり、どなたでもご覧いただけます。

　インフォメーションラウンジ（図書館1階）

茨城県水戸市文京2-1-1
029-228-8111（代）
JR水戸駅（北口）バスターミナル7番乗り場から
茨城交通バス「茨大行（栄町経由）」乗車 → 「茨大前」で下車（約25分）

常磐自動車道水戸ICより国道50号線を水戸駅方面へ → 
新原三差路を県道171号線へ → 袴塚1丁目交差点を左折 → 
袴塚3丁目交差点を右折 → 1本目の道を左折すると右手に正門が見えます。
ETCをご利用の方は、水戸北スマートICが便利です。

人文社会科学部 / 教育学部 / 理学部

水戸キャンパス

　地球・地域環境共創機構（GLEC）/
　放送大学茨城学習センター

　　　　平日9：00～18：00、土曜10：00～17：00
　　　日曜、年末年始、創立記念日（5/31）、お盆休み

　　　　平日9：00～17：00

※お車の方は守衛所で入構許可証を受け取り、駐車場の案内を受けてください。

情報戦略機構

※新型コロナウイルス感染症の影響により、各営業日・時間が変更になっている場合があります。

【開館時間】

開講期間中
平日 8：30～20：45

土・日 11：00～19：00

（春・夏・冬）
休講期間

平日 8：30～17：00

土・日 休館

祝日
年末年始（12/29～1/3）

全学一斉休業日
休館

1

1

1

1

地域・社会との連携の窓口です。
　社会連携センター4 5

　　　http://www.lib.ibaraki.ac.jp/
　　 029-228-8076（本館サービスグループ）TEL

　大学生協食堂・購買・書籍等（福利センター1階・2階）
　　　　［食堂］1階 平日10：00～19：20、土曜11：00～13：30、日曜休業　2階 平日11：00～13：30、土日休業
　　　　［購買］平日8：30～18：15、土曜11：30～13：30、日曜休業
　　　　［書籍］平日10：00～17：00、土日休業
　　　　［サービス］平日10：00～18：00、土日休業
　　 水戸本部 029-225-3384

2

営業時間

営業時間

開室時間

休業日

理学部が収集した化石や鉱石などの資料を展示
しています。

　地球環境資料展示室（理学部G棟1階）

　　　　平日8：40～18：00、入場無料

3

開室時間
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茨城大学は、県庁所在地であ

る水戸市をはじめ、太平洋を

望む自然豊かな中核都市であ

る日立市、多くの研究機関が

集う筑波研究学園都市に隣接

する阿見町にキャンパスがあ

ります。

茨城空港から全国へ

つながるアクセス

茨城

札幌
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岡倉天心は北茨城五浦の地を気に入り、1906年
に日本美術院を移し、横山大観、菱田春草、下村
観山、木村武山らとともにこの地で過ごしまし
た。研究所は天心遺跡の管理・公開を行う
とともに、その功績をたたえ日本の近代美
術や内外の文化・歴史研究に取り組んでい
ます。敷地内の天心記念館では、平櫛田中作の
「五浦釣人」など貴重な作品を展示しています。

茨城大学五浦美術文化研究所

茨城県内の茨城大学関連施設のご案内I b a r a k i  M a p

茨城大学理学部附属
宇宙科学教育研究センター

地球・地域環境共創機構
水圏環境フィールドステーション

東海サテライトキャンパス

教育学部附属学校園 附属学校園では、教育学部や教職大学院の教員養成に協力するとともに、教育に関する理論・実践
の研究や働き方改革の取り組みの成果を広く発信し、地域の教育力向上に貢献しています。

水戸駅南サテライト

日立市と高萩市にまたがった小
高い公園内にある、国立天文台
の口径32ｍの宇宙電波望遠鏡2基
を使って、宇宙からやってくる
電波をとらえています。

北浦を臨む場所に建つ当施設は、
全国随一の臨湖共同教育施設と
してさまざまな地域の学生など
の利用を受け入れ、生態系の観察
や水質調査を体験できるプログ
ラムを提供しています。

世界的な研究施設 J-PARC( 大強度
陽子加速器施設 ) に隣接する茨城
大学フロンティア応用原子科学
研究センターを核とした、新たな
教育・研究拠点として 2017 年に
開設。大学院理工学研究科量子線
科学専攻の教育・研究活動を展
開しています。

JR 水戸駅南口から徒歩 5 分。春は
桜が満開となる桜川の景色を臨
みながら、学修や仕事、イベント
などに柔軟に活用できる場とし
て 2020 年に開設しました。本学
工学部都市システム工学科の研
究室の教員・学生がデザインを
監修。茨城県産木材をふんだんに
使った心地よい空間です。

附属幼稚園 附属小学校 附属中学校 附属特別支援学校

宇宙の成り立ちを探る巨大アンテナ 全国随一の臨湖教育施設

岡倉天心の思想をいまに

【アクセス】JR常磐線・大津港駅から車で約 10分／【入場料】400円（中学生まで無料・団体割引等あり）／【休
館日】原則月曜日（詳細は WEB サイトをご覧ください）／【住所】茨城県北茨城市大津町五浦 727-2 ／【TEL】
0293-46-0766 ／【WEB】https://rokkakudo.izura.ibaraki.ac.jp/

【アクセス】JR 常磐線・高萩駅からバス利用「明秀学園高萩キャンパス前」から徒歩約
10分／【入場料】（宇宙電波館）無料（平日10時～12時、13時～14時 45分）／【休館日】
土・日曜日、お盆休み（8/12 ～ 16）年末年始（12/27 ～ 1/3）／【住所】茨城県高萩市石
滝 627-1 ／【TEL】0293-24-9516 ／【WEB】http://www.asec.ibaraki.ac.jp/

【住所】茨城県那珂郡東海村白方 162-1　いばらき量子ビーム研究センター内／【TEL】
029-287-7871 ／【WEB】http://www.fas.ibaraki.ac.jp/

【アクセス】成田線・延方駅から車で約 10 分、大洗鹿島線・鹿島神宮駅から車で約
17 分 ／【住 所】茨 城 県 潮 来 市 大 生 1375 ／【TEL】0299-95-9650 ／【WEB】
http://www.cwes.ibaraki.ac.jp/

【住所】茨城県水戸市桜川 2 丁目 2-35　茨城県産業会館 2 階／【TEL】029-297-3151

茨城県水戸市三の丸 2-6-8
【TEL】029-224-3708
【WEB】http://kindcms.admb.ibaraki.ac.jp/

茨城県水戸市三の丸 2-6-8
【TEL】029-221-2043
【WEB】http://www.esch.ibaraki.ac.jp/

茨城県水戸市文京 1-3-32
【TEL】029-221-3379
【WEB】http://www.jsch.ibaraki.ac.jp/

茨城県ひたちなか市津田 1955
【TEL】029-274-6711
【WEB】http://www.yougo.ibaraki.ac.jp/

日立キャンパス 

水戸キャンパス 

阿見キャンパス 

水戸駅南サテライト

地球・地域環境共創機構
水圏環境フィールドステーション

東海サテライトキャンパス

教育学部附属幼稚園・附属小学校

教育学部附属中学校

教育学部附属特別支援学校

茨城大学理学部附属
宇宙科学教育研究センター

茨城大学
五浦美術文化研究所

霞ヶ浦

鹿島

北関東自動車道

圏央道

JR 常磐線

JR 鹿島線

JR 水戸線

関東鉄道常総線

常磐自動車道
JR 水郡線

JR 

東関東自動車道

鹿島臨海鉄道

北関東自動車道

圏央道

JR 常磐線

JR 鹿島線

JR 水戸線

関東鉄道常総線

常磐自動車道
JR 水郡線

JR 常磐線

東関東自動車道つくばエクスプレス 関東鉄道竜ヶ崎線

友部
友部JCT

水戸
笠間

茨城空港

水戸 I.C.

水戸北スマート I.C.

那珂 I.C.

茨城空港北 I.C.

勝田

偕楽園

ケーズデンキスタジアム水戸

土浦

石岡

下館

下妻

水海道

つくば

筑波山

稲敷 I.C.

境古河 I.C.

潮来 I.C.

阿見東 I.C.

桜土浦 I.C.

つくば中央 I.C.

常陸太田
常陸大宮

日立中央 I.C.

西山荘

袋田

北茨城 I.C.

高萩 I.C.

袋田の滝

八溝山

牛久

竜ヶ崎
龍ケ崎市

取手

守谷

鉾田 I.C.

大甕

友部
友部JCT

水戸
笠間

茨城空港

水戸 I.C.

水戸北スマート I.C.

那珂 I.C.

茨城空港北 I.C.

鉾田 I.C.

勝田
阿字ヶ浦

大洗

鹿島神宮
鹿島サッカースタジアム

国営ひたち海浜公園

偕楽園

ケーズデンキスタジアム水戸

潮来

土浦

石岡

下館

下妻

水海道

つくば

筑波山

稲敷 I.C.

境古河 I.C.

潮来 I.C.

阿見東 I.C.

桜土浦 I.C.

つくば中央 I.C.

日立

常陸多賀
大甕

常陸太田
常陸大宮

日立中央 I.C.

西山荘

至

き
わ
い

至

山
郡

高萩

大津港

袋田

北茨城 I.C.

高萩 I.C.

袋田の滝

八溝山

牛久

竜ヶ崎
龍ケ崎市

取手

守谷

至 上野
至 秋葉原

大栄
至 成田

茨城空港　　水戸駅
バス利用　40分

茨城空港　　石岡駅
バス利用　35分
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で囲んでいる校舎等：地域未来共創学環で使用する校舎、運動場等 
　　　　　　　　　（他学部の学生と共用で使用）



ー学則ー1ー



ー学則ー2ー



ー学則ー3ー



ー学則ー4ー



ー学則ー5ー



ー学則ー6ー



ー学則ー7ー



ー学則ー8ー



ー学則ー9ー



ー学則ー10ー



ー学則ー11ー



ー学則ー12ー



ー学則ー13ー



ー学則ー14ー



ー学則ー15ー



ー学則ー16ー



ー学則ー17ー



ー学則ー18ー



ー学則ー19ー



ー学則ー20ー



ー学則ー21ー



ー学則ー22ー



ー学則ー23ー



ー学則ー24ー



ー学則ー25ー



ー学則ー26ー



ー学則ー27ー



ー学則ー28ー



ー学則ー29ー



ー学則ー30ー



ー学則ー31ー



ー学則ー32ー



ー学則ー33ー



ー学則ー34ー



ー学則ー35ー



ー学則ー36ー



ー学則ー37ー



ー学則ー38ー



ー学則ー39ー



 
 
 
 
 
 

 

 

 

ー学則ー40ー



 

 

 

ー学則ー41ー



ー学則ー42ー



ー学則ー43ー



ー学則ー44ー



ー学則ー45ー



ー学則ー46ー







 





ー設置の趣旨（本文）ー1ー



ー設置の趣旨（本文）ー2ー



ー設置の趣旨（本文）ー3ー



ー設置の趣旨（本文）ー4ー



ー設置の趣旨（本文）ー5ー



ー設置の趣旨（本文）ー6ー



 

ー設置の趣旨（本文）ー7ー



ー設置の趣旨（本文）ー8ー



ー設置の趣旨（本文）ー9ー



ー設置の趣旨（本文）ー10ー



 

ー設置の趣旨（本文）ー11ー



 

ー設置の趣旨（本文）ー12ー



ー設置の趣旨（本文）ー13ー



ー設置の趣旨（本文）ー14ー



ー設置の趣旨（本文）ー15ー



ー設置の趣旨（本文）ー16ー



ー設置の趣旨（本文）ー17ー



ー設置の趣旨（本文）ー18ー



ー設置の趣旨（本文）ー19ー



ー設置の趣旨（本文）ー20ー



 

ー設置の趣旨（本文）ー21ー



ー設置の趣旨（本文）ー22ー



ー設置の趣旨（本文）ー23ー



ー設置の趣旨（本文）ー24ー



 

 

 

ー設置の趣旨（本文）ー25ー



ー設置の趣旨（本文）ー26ー



 

ー設置の趣旨（本文）ー27ー



ー設置の趣旨（本文）ー28ー



ー設置の趣旨（本文）ー29ー



ー設置の趣旨（本文）ー30ー



 

ー設置の趣旨（本文）ー31ー



ー設置の趣旨（本文）ー32ー



 

ー設置の趣旨（本文）ー33ー



 

 

ー設置の趣旨（本文）ー34ー



ー設置の趣旨（本文）ー35ー



ー設置の趣旨（本文）ー36ー



 

 

 
 

 

 

ー設置の趣旨（本文）ー37ー



ー設置の趣旨（本文）ー38ー



ー設置の趣旨（本文）ー39ー



 

ー設置の趣旨（本文）ー40ー



 

 

 

ー設置の趣旨（本文）ー41ー



 

 

 

 

 

 

 

ー設置の趣旨（本文）ー42ー



ー設置の趣旨（本文）ー43ー



ー設置の趣旨（本文）ー44ー



ー設置の趣旨（本文）ー45ー



 

 

ー設置の趣旨（本文）ー46ー



 

 

 

 

ー設置の趣旨（本文）ー47ー



ー設置の趣旨（本文）ー48ー





添付資料1



2019年秋、茨城大学の「iOP」がスタート！
茨大生が地域へ、世界へ　一斉にはばたきます。

internship Off-campus Program

茨 城 大 学

インターンシップ サービスラーニング海外研修 発展学修
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2017 年にスタートした茨城大学の新しいカリ
キュラムでは、学部 3年次の第 3クォーター
（9月下旬～ 11月）を、iOP（internship Off-
campus Program）クォーターと呼び、原則
的に必修科目は開講しません。夏季休業とあわ
せて、長期的でアクティブな学修活動に学生た
ちが取り組みます。

ACTIVITY
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茨大生が一斉に地域へ、世界へ。
課題の現場で学びを深める

旗印は「       」
アイ・オー・ ピー
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8 月 2月

インターン
シップ

サービスラーニング
（ボランティアなど）

海外研修 発展学修

世界の俯瞰的理解

専門分野の学力

課題解決能力・コミュニケーション力

社会人としての姿勢

地域活性化志向

5 つの茨城大学型基盤学力を確実に身につけら
れるように、学生、教職員、地域の人たちが関
わりあう教育の仕組みを、「茨城大学コミット
メント」と呼んでいます。

茨城大学では、すべての学部の学生が卒業する
までに身につけるべき 5つの知識および能力を
ディプロマ・ポリシー（学位授与の基準）とし
て定めています。iOPは、これらの力を身につ
ける上で欠かせない活動です。

茨城大学のディプロマ・ポリシー

［５つの茨城大学型基盤学力］

茨城大学コミットメント

学生

教職員 地域

internship Off-campus Program

茨 城 大 学

9月下旬 11月



インターンシップ 海外研修
企業や自治体、省庁、学校、NPOなどで行う「就業体験」で、短期的なものや中長期的なもの
などさまざまなタイプがあります。学生が実際の仕事の現場で社会人とコミュニケーションを
することで、社会人としての姿勢を身につける貴重な機会となります。

学生が主体的に海外へ飛び出し、語学力などの知識・技能に留まらず多様な文化を理解できる
ようなプログラムにより、グローバル化が進む社会において、世界で活躍できる・世界を俯瞰
的に理解しながら地域で活躍できる人材の育成を目指します。

学生にとっては、企業や業界について深く理解できる、社会人とし
て必要な基礎がわかる、自己を理解し成長させられる、大学で学ぶ
べきことがより見えてくる、といった意義があり、しっかりとした
目的意識をもって臨むことが求められます。
また、企業等の方々にとっては、学生のキャリア教育支援をとおし
た社会貢献、若手社員の指導経験、企業活動への学生の視点の活用
といったメリットが期待されます。

 協定校への留学 茨城大学と交流協定を締結している大学で数ヶ
月以上学ぶ

 短期海外研修 海外の大学や語学施設等で２～４週間程度学ぶ

学生自身が企画・計画した海外大学等での学修や、休学をあわせた
長期の留学等であっても、iOPとして認められる場合があります。

茨城大学は海外のさまざまな大学・機関と交流協定を締結しています

どんな意義があるの？ どんなプログラムがあるの？

どういう形式があるの？

インターンシップによって身につく主な基盤学力： 海外研修によって身につく主な基盤学力：
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ヨーロッパ

大学間：4 校
学部間：1 校 北米

大学間：5 校
学部間：2 校

南米

学部間：1 校

オーストラリア

ペルー

韓国
カナダ

アメリカ

台湾

ポーランド

イギリス

スペイン

ブルネイ

インドネシア

ベトナム
タイ

中国

アジア・オセアニア

大学間：25 校
学部間：21 校

バングラデシュ

ブルガリア

フィリピン

フランス

マレーシア

スリランカ

インターンシップの就業体験にはさまざまな形があります。

  仕事体験型 ひとつの部門でしっかり就業体験するもの
  企業体験型 いくつかの部門を半日～1日単位で体験するもの
  課題検討型 業務の実際に触れ、グループディスカッション等で検討するもの
  ジョブシャドウ型 ひとりの担当社員に寄り添って体験するもの
  学修実践型 大学で学んだ分野の技術を実際の現場で習得するもの

●各企業等の事情やニーズに合わせて、受け入れ可能な形を検討の上、実施します。



サービスラーニングによって身につく主な基盤学力：
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サービスラーニング

発展学修

授業で身につけた知識・技能を、地域の課題解決につながるボ
ランティア活動などを通じて実践・活用します。

専門分野の知識・技能を、授業外のまとまった時間を十分に活用した実験や研究、フィールド
調査によって深く探求・展開したり、コンテストや研究大会に挑戦したりします。

教室で学んだことを、地域社会における課題解決に活かすボランティア活
動が主なプログラムです。教室での学びが実際の生活に活かせることを体
感することで更なる学修意欲につながるとともに、活動を通じて現時点の
社会の仕組みではカバーしきれていない生活に必要とされるものについて
考えることができ、より深い学びを得ることができます。

授業期間には行うことが難しい活動であっても、iOP期間を活用して集中的に取り組むことができます。学外を
フィールドとした課題解決ゼミや、専門知識・技能を活かしたコンテストやサイエンスインカレへの参加など、
多様なプログラムがあります。

自分のキャリアを見つめ、1年次のうちから iOP
で取り組む活動計画を立てていきます。

大学の担当者と相談しながら、iOPにふさわし
いインターンシップ等のプログラムをつくって
いきます。

キャリアイメージをつかみ、
iOPの活動内容を計画

プログラム相談
（仕事体験型・企業体験型・課題検討型など）

＜事前準備・事前研修＞

評価・振り返り 学生からのフィードバック

iOPクォーター

自分で計画立案
基盤教育科目
ライフデザイン

プログラムから選択

学生 企業等連携機関

iOPに向けて
̶学生の学修計画と企業等の受け入れの流れ̶

［1・2年次］

［3年次］
茨 城 大 学

発展学修によって身につく主な基盤学力：

 活動事例 教育支援ボランティア、いきいき茨城ゆめ大会2019ボランティア

 活動事例 学生地域参画プロジェクト、
 各種団体主催のコンテストへの出場



インターンシップ受入に関する Q&A
どのような形式でインターンシップを受け入れればよいですか？

受け入れ期間はどれくらいでしょうか？

何年生が参加するのでしょうか？

学生の受け入れに費用はかかるのでしょうか？

学生に事故やケガがあった場合や受入企業に損害が生じた場合は？

各企業のご事情にあわせて期間や内容等をご検討ください。就業体験を中心と
するもの、学生に課題を与えて検討するもの、いくつかの部門を広く見学・体
験するもの、先輩社員について補佐業務をするものなど、複数の形式があります。

インターンシップでは 5日間の実習を基準に、学生の iOP認定をしています。
受け入れのご事情に合わせて短期の 3日間程度（認定外）から数週間（長期）
の学外学修も可能です。就業体験をともなわない、１dayインターンシップ等
は対象外としています。

iOPクォーターは 3年次にあたるため、3年生を中心に実施しています。一方
で、通常のインターンシップは、1～ 2年生や大学院生も対象としていますの
で、あわせて受け入れをご検討いただけます。

学外学修の一環ですので、受け入れに関して大学で費用を申し受けることはあ
りませんが、学生に対しては日当や交通費などインターンシップに関する諸手
当の支給をご検討いただけますと大変助かります。

学生は学外学修の保険に加入して参加します。企業の秘密漏洩など守秘義務を
守った上で参加します（別途、受け入れに関する文書を交わす場合もあります）。
海外研修は別途保険に加入します。

Q1

Q2

Q3

Q4

Q5

A

A

A

A

A

茨城大学学務部学務課
〒310-8512　茨城県水戸市文京2-1-1
TEL 029-228-8816
e-mail: iba-iop@ml.ibaraki.ac.jp　

●お問い合わせ先

茨城大学キャリアセンター
TEL 029-228-8829
e-mail: career@ml.ibaraki.ac.jp

iOP全般に
関すること

インターンシップに
関すること
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改正
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添付資料18_コーオプ実習受⼊承諾書⼀覧

※承諾書の添付は省略
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